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情
報
モ
ラ
ル
教
育
を

「
道
徳
の
時
間
」
に
！

　

「
ネ
ッ
ト
で
こ
う
い
う
書
き
込
み
を
し
て
は

い
け
な
い
」
「
ネ
ッ
ト
に
は
こ
ん
な
危
険
が
潜

ん
で
い
る
」
こ
う
い
っ
た
知
識
を
教
え
る
こ
と

が
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
だ
と
思
っ
て
い
る
先
生

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
土
台
は
、
情
報
と
安
全

に
付
き
合
う
た
め
の
知
識
の
部
分
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
指
導
だ
け
が
情
報
モ
ラ
ル
教
育
と
考

え
る
の
は
誤
解
で
す
。
「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
＝

知
識
の
伝
達
教
育
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
多

く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
タ
イ
の
使
用

場
面
ご
と
に
、
安
全
に
付
き
合
う
た
め
の
知
識

を
指
導
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

　

情
報
化
社
会
で
は
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
問

題
が
起
こ
り
ま
す
。
知
識
の
伝
達
教
育
で
は
、

問
題
の
「
後
追
い
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
教
わ
っ
て
い
な
い
問
題
に
は
対

処
で
き
な
い
で
し
ょ
う
し
、
指
導
す
る
先
生
に

も
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
道
徳
の
時
間
等
で
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
行
う
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
既
に
移
行
期
間
が
始
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報

モ
ラ
ル
を
ど
う
教
え
れ
ば
い
い
の
か
と
い
っ
た
悩
み
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
情
報
教
育
と
道
徳
教
育
の
両
方
に
詳
し
い
、
岡
山
市
立
藤
田
中
学

校
の
平
松
茂
校
長
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
平
松
先
生
は
二
〇
年
以
上
前
か
ら
情
報

教
育
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成
一
九
・
二
〇
年
度
は
藤
田
中
学
校
で
文
部
科
学
省

の
道
徳
教
育
研
究
指
定
を
受
け
、
道
徳
教
育
の
研
究
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
事
な
の
は
思
考
力
・
判
断
力
、
ひ
い
て
は
、

そ
の
根
底
に
あ
る
「
心
」
な
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

「
心
」
の
教
育
な
の
で
す
。
新
し
い
情
報
化
社

会
を
生
き
抜
く
「
心
」
を
育
む
教
育
で
す
。

　

誤
解
し
て
欲
し
く
な
い
の
で
す
が
、
知
識
を

教
え
る
必
要
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
子
ど
も
た

ち
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
「
知
識
が
な
い

た
め
に
起
き
る
問
題
」
と
「
思
考
力
・
判
断
力

が
欠
け
て
い
る
た
め
に
起
き
る
問
題
」
の
二
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
知
識
を
教
え
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
定
期
的
、
継
続
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
心
を
鍛
え
る

の
で
す
。

　

知
識
を
持
っ
て
い
て
も
誘
惑
に
負
け
て
し
ま

う
、
知
識
や
技
術
を
悪
用
す
る
な
ど
の
問
題
は
、

心
が
十
分
育
っ
て
い
な
い
た
め
に
起
き
る
の
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
、
ま
た
、
加
害
者

に
な
ら
な
い
よ
う
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
、

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の

思
考
力
や
判
断
力
を
鍛
え
る
心
の
教
育
が
、
情

報
モ
ラ
ル
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

　　

新
学
習
指
導
要
領
で
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を

道
徳
の
時
間
で
指
導
す
る
よ
う
明
記
さ
れ
た
の

は
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
も
心
の
教
育
と
捉
え
ら

れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
道
徳
の
授
業
で
行
い
、

心
を
育
て
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー

タ
イ
等
の
問
題
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
子
ど
も
た

ち
が
登
場
人
物
に
自
分
を
投
影
で
き
、
心
の
奥

底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
な
読
み
物
と
授
業

作
り
が
不
可
欠
で
す
。

　

行
動
の
善
悪
を
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
行

動
の
も
と
に
な
っ
た
気
持
ち
を
考
え
さ
せ
、
多

様
な
意
見
を
引
き
出
し
、
話
し
合
い
を
進
め
る

こ
と
で
、
高
い
価
値
に
気
付
か
せ
る
、
そ
ん
な

授
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

心
が
育
ち
、
思
考
力
・
判
断
力
が
育
っ
て
お

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
問
題
に
直
面
し

た
と
き
で
も
、
適
切
な
行
動
が
出
来
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
社
会
で
は
も
ち
ろ

ん
、
実
社
会
で
も
必
ず
役
立
つ
は
ず
で
す
。

岡山市立藤田中学校

平松 茂 校長

（取
材　
　

長
井 

寛
）

思考力・判断力を育てる思考力・判断力を育てる思考力・判断力を育てる
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教育委員会としての取り組みを取材しました！

教委
を訪ねて。を訪ねて。を訪ねて。

愛知県教育委員会
http://www2.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=2340008

「Netモラルで授業」

　愛知県教育委員会は、情報モラルの向上を目指して今年６月に情報モラル専用サイト「i-モラル」を立ち上げました。県内に約1000校ある
公立小・中学校の全てが情報モラル教育の実践レポートをインターネット上に公開する画期的な取り組みです。今、この「i-モラル」は全国
初の試みとして多くの注目を集めています。学校と家庭が情報モラル向上にむけて、ともに取り組む「i-モラル」の運用や効果について、愛
知県教育委員会義務教育課　玉置崇主査、小澤厚義指導主事のお二人にお話をお伺いしました。

「i-モラル」設立の背景とねらい

　「i-モラル」は、ケータイやインターネットで子どもたちがトラブルや犯罪に巻き込まれる事件が多数発生していること、新学
習指導要領において、情報モラル教育の推進が明記されていることから、情報モラル教育に関する情報を共有し、教師や保護者が
学び合い、高めあえる場所として設立された。また、学校での実践を高めるだけでなく、保護者や地域の方に向けた情報を発信す
ることにより、「情報モラル向上」への意識が高まることを目指している。

「i-モラル」とは

情報モラル教育研究指定校（小学校２校、
中学校３校）の実践レポートを掲載。授
業だけでなく、ホームルームや校内研修
など、様々な実践の様子を掲載。

情報モラル教育の基礎・基本、実
態調査結果、情報モラルに関わる
事件、セミナー案内、学習指導要
領等の資料など役立つ情報を掲載。

県内の全小中学校（名古屋市を除く）
から寄せられた、情報モラル教育の
実践レポートを公開。
「事例で学ぶ Netモラル」を使った
実践事例も多数掲載されている。

携帯電話に関する実態調査の結果レポー
トや解説、情報モラル教育に関する会議
や研究会などの報告などを掲載。

●毎日更新　　　　　　　　　　　　　　●１カ月あまりで約４万アクセス！
●実践レポートは既に１００件突破！　　●新聞各紙やＮＨＫも取材に！

研究校報告

お役立ち情報県教委の取り組み

愛知1000校の取り組み

Great！Great！Great！

＜豊田・梅園小の実践＞

手軽に投稿・アップできる工夫 見てもらうための様々な仕掛け

・毎日更新で、新鮮な情報を提供する。
・各校のホームページにバナーとリンクを張り、教師も保護者
　も気軽にアクセスできる環境を整える。
・「今月の保護者の皆様へのお勧めリンク」を、トップページ
　の冒頭に記載している。
・「お役立ち情報」に、親子向けセミナーの案内や子どもの実
　態調査報告の紹介などを掲載し、保護者の意識を高める。　

実践レポートが「i-モラル」で公開されるまでの順は以下の通り。
各校が負担なく取り組め、更新作業を行う義務教育課でも記事が
簡単に更新できるように工夫されている。

①各校の担当者が300字程度のレポートにまとめる
②義務教育課へ写真とレポートをメールで送信
③義務教育課でテンプレートを選び、写真とテキストを貼り付
　けて公開

愛知県教育委員会
義務教育課主査

玉置 崇 先生

愛知県教育委員会
義務教育課指導主事

小澤 厚義 先生

○学校と家庭が協力して情報モラル教育を進めら
　れる場を提供するのが私たちの仕事。日常的に
　繰り返し指導してこそ、情報モラルは高まり、
　心は成長していく。その助けになれば。
○「i-モラル」のおかげで、人生が変わった！と
　評価されるようなサイトになるよう努力したい。

○情報モラル教育は新しい分野なので、教科書
　もないし、教師もノウハウや経験を持ってい
　ない。だからこそ、このサイトでノウハウや
　教材情報を共有し、実践を進めて欲しい。
○保護者に見てもらえるサイト、保護者が学ん
　で家庭の教育力を高められるサイトになれば
　と願っている。

　　　　　　　　　　は、情報モラルや情報教育に関する
ニュースや授業実践、また最前線でご活躍されている先生
方の寄稿や対談などを掲載するニュースレターです。

広島県教科用図書販売株式会社
〒733-0032　広島県広島市西区東観音町15番12号
TEL 082-291-1088  FAX 082-291-1082
URL http://www.hirokyou.co.jp  E-mail info-hiroshima@hirokyou.co.jp

広教ニュースレター
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